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 川崎市および横浜市においてケーブルテレビ事業を展開するＹＯＵテレビ株式会社（所在地：横浜市鶴見区、代

表取締役社長：大野 弘）は、ＪＲ川崎駅に直結する商業施設「アトレ川崎」に新設される“コモレビテラス”に隣

接した場所に、サテライトスタジオ「ＰＲＩＳＭ ＴＶ ＳＴＵＤＩＯ（愛称：プリズム）」を2018年2月17日（土）に

開設します。 
 
「ＰＲＩＳＭ ＴＶ ＳＴＵＤＩＯ」は、コミュニティチャンネルの番組制作や公開収録の場としてだけでなく、災害時

においては帰宅困難者への情報受発信の拠点としての役割を果たします。 
 
当スタジオは、2018年に開局25周年を迎えるＹＯＵテレビにとって、初めてのサテライトスタジオとなります。

デザインを、人々が交わる空間を作ることに意欲的な活動を続けている新進気鋭の建築家 隈 太一氏（設計補助、

プログラミング補助：合同会社髙木秀太事務所）が手がけ、ふんだんに木材を使用した温かみのあるスタジオです。 
 

1. スタジオの役割 

平常時 ： 川崎市の魅力、地域資源、スポーツ文化活動等を伝える番組制作や公開収録の他、川崎市・ＪＲ

東日本・アトレ川崎と連携し、川崎市および駅周辺の賑わい創出や価値向上等にも貢献します。 

災害時 ： 駅改札に直結する立地を活かし、大規模災害時の帰宅困難者へ情報受発信を行います。 

 

 

 

 

 
 

報道関係各位 

ＹＯＵテレビ初のサテライトスタジオ！ 

2018 年 2 月 17 日（土）「ＰＲＩＳＭ ＴＶ ＳＴＵＤＩＯ（愛称：プリズム）」開設 

～情報発信拠点を川崎駅に開設し、より一層の地域貢献を目指します～ 



 

2. 名称に込めた想い 

   川崎市が掲げるブランドメッセージの「Ｃｏｌｏｒｓ，Ｆｕｔｕｒｅ！いろいろって、未来。」から連想し、

「ＰＲＩＳＭ ＴＶ ＳＴＵＤＩＯ（愛称：プリズム）」は名づけられました。多様性を大切にしたい時代。「プリズ

ム」から生まれる様々な色が、私たちの街を彩ります。川崎市には魅力あるたくさんの”いろ”があります。

川崎市の拠点駅であるＪＲ川崎駅から、「プリズム」を通して、皆様に役立つ様々な情報をお届けし、一層の

地域貢献を目指します。 

 

<隈 太一氏プロフィール> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<隈 太一氏のコメント> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. サテライトスタジオでの制作番組 

   ＹＯＵテレビではサテライトスタジオ「ＰＲＩＳＭ ＴＶ ＳＴＵＤＩＯ（愛称：プリズム）」を活用し、コミュニ

ティチャンネルの自主制作番組である「好きです かわさき！」の公開収録などを行ってまいります。さらに、

「映像のまち・かわさき」「音楽のまち・かわさき」「スポーツのまち・かわさき」といった川崎市の文化振

興活動や多岐にわたる魅力を発信する新たな番組の制作、コモレビテラスで行われるイベントの番組化なども

行っていく予定です。「ＰＲＩＳＭ ＴＶ ＳＴＵＤＩＯ」開設により、今まで以上に地域に密着した番組制作を行い、

地域に根ざすケーブルテレビ局としての役割を果たしていきます。また、インターネット放送も視野入れ、新

しい試みにも挑戦していきます。 

 

ＹＯＵテレビでは、新たにできる「ＰＲＩＳＭ ＴＶ ＳＴＵＤＩＯ」を川崎市の情報発信拠点とし、地域の皆さま

にとって楽しくワクワクする情報や、知っているとちょっとお得な情報など、生活に役立つさまざまな情報を

発信してまいります。開局25周年の節目の年に、新しいＹＯＵテレビの一歩を踏み出してまいります。 
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ＹＯＵテレビ株式会社 経営推進部 広報担当  石山  

〒230-0051 横浜市鶴見区鶴見中央 4－33－5 ＴＧ鶴見ビル 8Ｆ ℡：045－503－0007 

建築家。1985年東京都生まれ。 

2014 年シュツットガルト大学マスターコース ITECH 修了した後

に、2016年東京大学大学院工学系研究科建築学専攻博士課程修了。 

2017年よりアメリカ、ニューヨークの設計事務所勤務。 

素材の可能性、組み合わせによる空間、場所のデザインを専門とす

る。代表作に、カーボンファイバーと伸縮性のある膜を用いた、新

素材の組み合わせによるパビリオン「Weaving Carbon-fiber 

Pavilion」、自身が運営するレンタルキッチンスペース

「TRAILER」のインテリアデザインなど。父親は新国立競技場を

手がける建築家 隈研吾氏。 

木は厄介な素材である。建物に使おうとすると、やれ燃えるだ、劣化するだのとケチをつけられる。しかし、

それでも木にしかつくれない空気感がある。きっと、人間も自然からやって来たということを思い出させてくれ

るからであろう。もちろん、木をただ使えばいいというのではない。木を壁にぺたぺた貼り付けたからと言って

居心地がよくなるわけではない。木の、軽く強いという特性を表現する必要がある。それが人間の知恵というも

のだ。今回、ぼくたちは、国産の杉材を使って、木の織物をつくった。糸の太さを吟味するように、木のサイズ

を選び、それを丁寧に編みこんだ結果、軽やかでダイナミックに人をもてなす空間がつくれた。日本でも有数の

乗降者数を持つ、川崎駅の忙しさの中にあって、木の織物が、人々を招き入れて、落ち着きと賑わいの場をつく

りだすことであろう。 


